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小児歯科・口腔医学からの難病対策
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【研究要旨】

難治性小児消化器疾患によって、小児期に経口からの栄養摂取が障害されると、咀嚼や嚥下

など、正常な発育過程で習得されるべき口腔機能に遅れや獲得不全が起きる可能性が高い。し

かしながら、その実態はいまだ明らかになっていないのが現状である。我々は、歯科医師の立

場として難治性小児消化器疾患に罹患している小児、移行期、成人期の患者の口腔形態や口腔

機能に着目し、歯・口腔粘膜・咬合を含めた口腔実態の特徴と問題点を明らかにしていきたい

と考えている。さらに、保護者への口腔形態・機能に関するアンケート調査を行い、歯科医療

が果たすべき新たな役割を探索したい。本年度は、これらの調査内容について担当医師との協

議を重ね、研究倫理申請に向けての準備を行った。


